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昭和56年11月 1日 

印刷 繍佐々木印刷工業 

	

市 の 人 口 
	

男 25, 746人 
	

世 帯 数 	14, 631 

	

53, 182人 
	

女 27, 436人 
	

（昭和56年10月1日現在）住民基本台帳から 

、 

' 

大町、魅力ある商店街／\ 

アーケード、装いも新たに 

大町商店街振興組合（金川鉄男理事長、70店舗）が より30 事ン高い 3 ・3に、ひさし部分に流行のワイン 

4 月から約 2 億 5 千万円の費用で進めていたアーケー カラーを取り入れた。 

ドの架け替え工事が完成し、 1日から装いも新たにお 	歩道も幅 3 にに整備され、花の形をしたブロックが 

目見えしました。 	 敷き詰められています。同商店街では、アーケ ドの 

大町商店街は、国鉄五所川原駅前から国道101号 完成を記念して15日まで特別セールを実施、魅力あ

線までの約500ににあり、新しいアーケードは通り る商店街づくりをめざしています。 

の両側延長830にに設けられたもの。高さは、従来 	 （写真= 10月19日、大町で） 

 



(506号） ② 広報ごしょがわら 昭和56年（1981年）11月 1日 

60 組が合同金婚式 

「
半
世
紀
も
の
長
い
間
、
ご

苦
労
さ
ま
」
。十
月
六
日
、
市
中

央
公
民
館
に
結
婚
五
十
年
目
を

迎
え
た
市
内
の
五
十
五
組
の
老
 
 

夫
婦
が
出
席
し
て
合
同
金
婚
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

「
こ
れ
か
ら
も
手
を
取
り
合

っ
て
長
生
き
し
ま
す
」
と
、
出
 
 

席
し
た
お
年
寄
り
た
ち
は
半
世

紀
の
道
の
り
を
懐
か
し
そ
う
に

振
り
返
っ
て
い
ま
し
た
。
 

式
典
で
は
寺
田
市
長
が
、
「五
 

十
年
も
の
長

い
間
、
人
生

の
労
苦
を
共

に
味
わ
い
、
 

助
け
合
っ
て

き
た
歴
史
は

極
め
て
貴
重

で
市
民
の
模

範
で
す
」
と

あ
い
さ

つ
、
 

各
夫
婦
に
顕

彰
状
と
記
念

品
を
手
渡
し
 

ま
し
た
。
 

続
い
て
村

上
商
工
会
議

所
会
頭
、
葛

西
市
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会

長
ら
来
賓
が

祝
辞
を
述
べ

た
後
、
桜
田

鴻
ノ
巣
の
笠

井
栄
さ
ん
夫

婦
が
、
「
こ
れ

か
ら
も
楽
し
 
 

い
人
生
を
送
る
と
共
に
、
微
力

な
が
ら
社
会
に
貢
献
し
て
い
き

た
い
」
 
と
お礼
の
言
葉
を
述
べ

ま
し
た
。
 

ま
た
、
出
席
者
を
代
表
し
て

松
島
町
の
前
教
育
長
小
山
吉
之

助
さ
ん
が
、
「結
婚
五
十
年
の
歩

み
」
と
題
し
て
、
こ
れ
ま
で
の

結
婚
生
活
に
対
す
る
所
感
を
披

露
し
ま
し
た
。
 

顕
彰
さ
れ

た
 

金
婚

夫
婦
 

石
井
福
太
郎
・

ハ
チ
ョ
、
沢

田
長
吉
郎
・
き
み
、
中
川
覚
次

郎
・
た
け
、
木
村
静
男
・
き
さ

辻
義
一

・
さ
だ
、
工
藤
清
・
カ

ッ
、
小
山
内
貞
雄

・
ッ
ワ
、
柴

谷
多
七
郎
・
チ
ョ
、
小
笠
原
正

助
・
さ
ず
、
斎
藤
議
蔵
‘
ス
「エ

対
馬
淳
美

・
ち
よ
、
中
村
建
次
 

・
と
よ
、
長
内
常
吉

・
ち
桑
、
 

成
田
筆
二
・
き
ぐ
、
曽
我
健
次

郎
・
チ

ョ
、
成
田
長
吉

・
ミ
エ

小
山
吉
之
助
‘
俊
、
対
馬
禎
作
 

・

チ
ョ
、
渋
谷
喜
三
郎
・
む
ら

藤
森
正
一
・
ひ
で
、

木
村
久

・

か
を
る
、
蒔
田
豊
三

・
よ
ね
、
 

平
山
金
次
郎
・
こ
よ
、
白
戸
善
 
 

ロ
募
集
人
員
 
陸
約
二
百
五
十
人
、
海
約
六
十
人
、
 

空
約
五
十
人
 

ロ
資
格
 
中
卒
（
見
込
み
）
十
七
歳
未
満
者
 

口
受
付
期
間
 
十
一
月
一
日
ー
十
二
月
十
九
日
 

口
試
験
期
日
 
五
十
七
年

一
月
五
日
 

口
合
格
発
表
 
五
十
七
年
二
月
二
十
七
日
 

口
入

（校
）
隊
 
陸
五
十
七
年
四
月
上
旬
、
海
・
空
 

五
＋
七
年
三
月
下
旬
 

口
待
遇
・
そ
の
他
 
修
学
年
限
四
年
、
卒
業
時
三
等
 

陸

・
海

・
空
曹
 

ロ
詳
細
・
お
問
合
わ
せ
 
自
衛
隊
青
森
地
方
連
絡
部
 

五
所
川
原
募
集
事
務
所
（
廿
⑩
二
三
〇
五
番
）
 

自
 
衛
 
隊
 

生
 
徒
 

(
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わ
ら
焼
き
は
 
あ
な
た
の
満
足
 
み
ん
な
の
め
い
わ
く
 

鶴
ケ

岡
小
五

年
 

小
 
野
 

俊
 
也
 

心
配
、
困
り
ご
と
の
相
談
は
 

市
庁
舎
正
面
玄
関
か
ら
二
階
に
の
ぼ
っ
て
左
側
に
、
市

民
相
談
室
を
常
時
開
設
し
て
い
ま
す
。
 

◇
交
通
事
故

の
問
題
◇
人
権
に
関
す
る
問
題
◇
心
配
ご

と
の
相
談
◇
役
所
の
仕
事
で
わ
か
ら
な
い
こ
と
、
改
め
て

ほ
し
い
こ
と
、
離
婚
や
扶
養
に
関
す
る
家
庭
問
題
な
ど
に

次
の
専
門
の
方
が
相
談
に
当
た
っ
て
お
り
ま
す
。
 

▽
毎
週
水
曜
日
 
社
会
福
祉
協
議
会
相
談
員
 
二
人

▽
毎
週
金
曜
日
 
人
権
擁
護
委
員
 
一
人
 

▽
毎
月
第
二
・
第
四
水
曜
日
 
県
交
通
事
故
相
談
所
員

一
人
（
場
所

・
市
民
文
化
会
館
別
館
）
 

な
お
、
行
政
相
談
員
（
坂
本
甚
作
氏
、
成
田
栄
一
氏
）
 

は
、
随
時
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
 

無
料
、
秘
密
を
守
り
ま
す
。
 

気
軽
に
市
民
相
談
室

へ
 

市
税
は
納
期
内
に
完
納
を
 

市
税
完
納
強
調
期
間
設
置
 

強
調
期
間
 
＋
一
月
一
日
ー
＋
ニ
月
ニ
＋
八
日
 

市
で
は
昭
和
五
十
六
年
度
市
税
完
納
強
調
期
間
を
設
け

市
税
の
納
期
内
完
納
の
推
進
、
滞
納
の
速
か
な
解
消
促
進

に
重
点
を
お
く
と
と
も
に
、
納
税
意
欲
の
高
揚
を
図
り
収

納
率
の
向
上
を

期
し
て
お
り
ま
す
。
 

本
年
も
ま
た
強
調
期
間
を
特
別
に
設
け
、
市
税
完
納
、
 

滞
納
整
理
を
強
力
に
推
進
い
た
し
ま
す
の
で
、
市
民
各
位

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

滞
納
の
早
期
解
消
を
 

次
・
キ
ン
、
工
藤
万
四
郎
・
タ

キ
、
高
橋
竹
五
郎
・
ソ
デ
、
高

橋
平
太
郎
・
操
、

太
田
源
助
・

さ
た
、
神
彦
一
・
キ
ョ
ミ
、

開

米
貞
次
郎
・
ッ
セ
、

工
藤
義
清
 

・

さ
た
 

川
浪
義
晴
・
き

せ
、
山
口
竹
 

市
で
は
、
 

駅
東
部
第
一
一

地
区
土
地
区

画
整
理
事
業

区
域
内
の
保
 
 

男
・
つ
か
、
太
田
藤
雄
・
り
江

藤
森
兼
世
‘
み
き
、
成
田
清
繁
 

・

ち
江
、
間
山
才
次
郎
・
イ
ョ

石
岡
多
作

・
そ
め
、
佐
々
木
作

太
郎

・
さ
く
ら
、
成
田
賢
之
助
 

・

ト
シ
、
石
岡
亥
一
・

ス
ミ
エ

成
田
嘉
市

・
ス
ェ
、
楠
美
周
四
 

留
地
を
次
の
要
領
で
公
売
し
ま
 

す
。
 

ロ
と
き
 
十
一
月
二
十
六
日
 

（
木
）
午後
一
時
か

ら
 

ロ
と
こ
ろ
 
産
経
会
館
五
階
 
 

郎
・
チ
ョ
、
楠
美
敬
造
・
や

東

堀
内
栄
作

・
や
栗
、
阿
部
慶
五

郎
・
ッ
ナ
、
小
林
儀
三
郎
‘
い

ま
、
小
笠
原
松
雄

・
ヒ
サ
、
岩

田
柾
吉

・
ミ
ッ
、
坂
本
直
ニ

・

タ
ミ
、
笠
井
三
太
郎
・

ふ
み
、
 

今
嘉
四
郎
・
ス
ェ
、
前
田
定
四
 

ホ
ー
ル
 

ロ
公
売
の
方
法
 

一
般
競
争
 

入
札
 

ロ
土
地
の
表
示
 
別
表
の
と
 

お
り
で
す
。
 

ロ
受
付
期
日
 
十
二
月
二
十

二
日
（
火
）
、二
十
三
日
（
水
）
、
 

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
四

時
ま
で
 

ロ
受
付
場
所
 
栄
町

一
〇
、
 

県
合
同
庁
舎
内
、
五
所
川
原
県

税
事
務
所
 

ロ
申
請
用
紙
 
当
所
ほ
か
、
 

各
農
業
協
同
組
合
、
軽
油
販
売

店
に
も
あ
り
ま
す
。
 

な
お
、
申
請
書
の
書
き
方
は

当
事
務
所
で
指
導
し
て
お
り
ま

す
。
各
農
協
、
軽
油
販
売
店
で
 
 

郎

・
き
せ
、
笠
井
栄

・
あ
束
、
 

笠
井
多

一
郎
・
み
ね
、
笠
井
鶴

作

‘
み
な
、
松
沢
吉
太
郎
・
あ

や
め
、
笠
井
武
男
・
さ
よ
、
沢

田
勝
造
・
チ
ョ
、
宮
崎
勇
治

・

た
け
 

（敬
称
略
）
 

ロ
お
問
い
合
わ
せ
 
詳
し
く

は
、
市
都
市
計
画
課
（
廿
⑩
一
一

一
一
一
番
・
内
線
二
三
三

・
一
一

三
五
番
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。
 

も
説
明
し
、
申
請
書
を
と
り
ま

と
め
、
 一
括
し
て
県
税
事
務
所

に
提
出
し
て
い
ま
す
。
 

ロ
お
問
い
合
わ
せ
 
提
出
書

類
な
ど
、
詳
し
く
は
五
所
川
原

県
税
事
務
所

・
間
税
課
（
廿
⑩

一
二

一
一
番
・
内
線
二
〇
七

・

二
〇
八
番
）
へ
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。
 

駅東部の保留地を公売 

街区 
Iコ 

符 万 
コ；＝ 	 エ主 
山」 	 1貝 

1 34 6 約 481.0n12 

2 5 9 約 216.8n12 

3 5 16 約 216.Onf 

4 24 8 約 353.3n1 

5 24 16 約 353.Ocnf 

6 8 15 約 467.7m2 

農
業
用
免
税
軽
油
 

交
付
申
請
を
受
け
付
け
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母
子

家
庭

の
児

童
に

医
療
費
を

助
成
 

市
で
は
、
十
月
一
日
か
ら
母

子
家
庭
な
ど
の
経
済
的
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
、
児
童
が
医
者

に
か
か
っ
た
場
合
の
医
療
費
の

一
部
（
自
己
負
担
分

）
を
助
成

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

▽
対
象
者
 

市
内
在
住
で
、
各
社
会
保
険
 

（国
保
も
含
む
）
に
加
入
し
、
 

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
児

童
 ①

配
偶
者
の
な
い
女
子
が
扶
 

養
す
る
、
義
務
教
育
終
了
前
の

児
童
。
 

②
父
母

の
な
い
義
務
教
育
終

了
前
の
児
童
。
 

＠
児
童
福
祉
施
設
に
入
所
し

て
い
る
児
童
は
除
か
れ
ま
す
。
 

▽
受
給
の
手
続
き
 

該
当
す
る
人
は
、
「受
給
資
格

証
」
 の
交
付
を
受
け
て
下
さ
い
。
 

受
給
資
格
者
は
保
険
証
と
印
鑑

を
添
え
て
申
請
し
て
下
さ
い
。
 

▽
医
療
費
の
申
請
 

児
童
が
十
月
一
日
以
降
に
同

一
の
月
に
か
か
っ
た
医
療
費
を

ま
と
め
て
請
求
し
て
下
さ
い
。
 

な
お
申
請
の
際
に
は
、
受
給
 

世
帯
更
生
資
金
を
融
資
 

降
ヒ
ョ

ウ
、
台
風

被
害
に

対
処
 

さ
る
六
月
の
降
ヒ
ョ
ウ
及
び
 

経
済
的
な
自
立
と
安
定
し
た
生
 

台
風
1
5号
に
よ
る
被
害
を
受
け
 
活

の
維
持
を
図
り
ま
す
。
 

た
世
帯
に
対
し
て
貸
し
付
け
し
、
 

ロ
貸
付
対
象
 

資
格
証
、
保
険
証
、
印
鑑
、
支

払
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
病
航

な
ど
の
領
収
書
が
必
要
で
す
。
 

詳
し
く
は
、
市
福
祉
事
務
所
 

(
n
⑩
二
一
一
一
番

・
内
線
一
一

四
三
番
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。
 

災
害
で
被
害
を
受
け
て
い
る

世
帯
で
、
他
か
ら
融
資
を
受
け

る
こ
と
が
困
難
な
低
所
得
世
帯

ロ
貸
付
限
度
額
 
六
十
万
円

以
内
。
 
（利
息
三
％
、
返
済
七

年
以
内
）
 

ロ
申
込
み
期
限
 
十
二
月
一
一

十
八
日
ま
で
 

ロ
申
込
み
先
 
市
社
会
福
祉

協
議
会
 

ロ
お
問
合
わ

せ
 
な
お
、
詳

し
く
は
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
 

（
廿
⑧
三
四
九
四
番
）

へ
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。
 

、声-J- II',c.資文化祭のこ案内

ご家族おそろいでどうぞ 

月 ●寺 	i編 会 	上易 行 	事 「旧 	イ本 	名 

11)j 	3 	H 10:fl) 	-15:00 市民文化会館 
第21rlI1 
県ド俳句大会 

五I折川原俳句会 

11月1.2.3.日 9 :O0-16:OO 中央公民館 菊花展示会 五所川原晩香会 

11月1.2.3‘日 9 :OO~16:O0 中央公民館 盆栽展示会 五所川原盆載会 

11月 2. 	3 日 10:00-16:00 41 央公民貧官 

書道展示会 五j折川原書道会 

趣味の木彫り 手日 	好 	会 

華道展示会 池坊華道会 

華道展示会 小原流華道会 

盤景展示会 五所川原盤景会 

婦人服展示会 
中央公民館裁断

教室 

老人クラブ趣

味作品展示会 

市老人クラブ連 
カ、ム、 ロュ‘ 

叫
  

13:OO-16:OO 
中央公民館 

（集 	合） 

市内文化碑 

め 	ぐ 	り 

若山牧水歌碑、 

八木隆・郎詩碑

内海草城句碑、 

蘭菊碑、和田111 
蘭、加藤東離歌

碑、  L原げんと

音楽碑、 シーノ、 

イ Jレ石卑 

11月 	3 	日 10: O0-16】  00 中央公民館 市 民 茶 会 

茶道表千家、茶

道遠州流、茶道

裏千家、市互助

会茶華道部、煎

茶方円流 

11月 	3 	日 

1o:o0-11:oo 

中央公民館 

（大ホール） 

事曲（踊発表会 木の実会 

11: 05~11:50 手
  

民
発
 
訊
表
 
踊
会
 

五所川原民謡協

会 

12: 20~ 13: 20 筆
発
 
曲

表
 
剖
会
 

松 葉 会 

13: 25 -14: 25 
詩吟、華道吟 

発 表 	会 
五所川原吟詠会 

14: 30 -15: 30 バレ一発表会 
山田芳子バレー 

教室 

11月 	23 	日 10:00一1 15:00 
五月iHl原温泉 

ホ 	テ 	ル 

第21回 

県下短歌大会 
五所川原短歌会 

12月 	5 	日 14:00-16:30 市民文化会館 
所
 

I
I
 

」”
  

五
合
 
原

昌
 
民
祭
 

五所川原合唱団

他 

ー
県
勢
要
覧

ー
 

“美
麗
な
表
紙
、
明

快
な
解
説
、
豊
富
な

資
料
）
 

〇
頒
価
 
一
部
一
千
円
 

〇
お
申
込
み
 

1
1月
2
0日

ま
で
に
 

〇
お
申
込
み
先
 
市
総
務

課
企
画
室
（

n
⑩
二
一
 

一
一
番
、
内
線
三

一
八
 

・

三
一
九
番
）
 

〇
刊
行
 
昭
和
5
7年
1
月

県
勢
の
あ
ら
ま
し
を
知

る
に
は
最
適
で
す
グ
 

県
民
座
右
の
書
と
し
て

お
す
す
め
し
ま
す
。
 

あなたの本棚にー冊 

 

昭和56年度版

青森県の芭 

 

   



お
お
む
ね
四
歳
以
上
で
、
集

団
保
育
が
可
能
な
通
園
で
き
る

軽
度
の
心
身
障
害
児
も
受
け
付

け
し
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
 

い
。
 

軽
い
心
身
障
害
児
も
受
け
付
け
 

方
は
早
め
に
お
申
し
込
み
下
さ
 

▽
入
所
保
育
園
 

第
一
さ

つ
き
保
育
園
（
雛
田
）
 

い
。
 

れ
な
い
。
 

④
母
親
が
出
産
、
病
気
、
心
 

身
障
害
等
で
、

保
育
が
で
き
な
 

⑤
病
人
、
障
害
者
が
あ
り
、
 

母
親
が
看
護
に
当
た
る
た
め
、
 

保
育
が
で
き
な
い
。
 

＠

象
庭
の
災
害
（
火
災
、
風

水
害
等
）
の
た
め
、
復
旧
の
間

保
育
が
で
き
な
い
。
 

▽
添
付
書
類
 

m
五
十
六
年
分
源
泉
徴
収
票

所
得
税
課
税
証
明
書
、
五
十
五

年
度
納
税
通
知
書

（
市民
税
、
 

固
定
資
産
税
）
 

同
母
親
が
勤
務
し
て
い
る
場

合
は
、
勤
務
証
明
書
。
 

同
母
親
が
出
産
、
病
気
の
場

合
は
、
母
子
手
帳
ま
た
は
診
断

書
。
 

詳
細
に

つ
い
て
は
、
市
福
祉

事
務
所

（
廿
⑩
二
一

一
一
番

・

内
線
二
四
三
番
）

へ
お
間
い
合

わ
せ
下
さ
い
。
 

▽
入
所
の
決
定
は
 

家
庭
構
成

の
状
況
、
特
に
保

護
者
で
あ
る
母
親
の
労
働
形
態
、
 

家
庭
環
境
及
び
そ
の
他
の
状
況

を
面
接
、
実
態
調
査
し
、
決
定

し
ま
す
。
 

入
所
基
準
に
該
当
す
る
児
童

が
保
育
所
の
定
員
を
こ
え
る
場

合
は
、
そ
の
保
育
を
要
す
る
程

度
の
高
い
も
の
か
ら
定
員
の
範

囲
内
で
順
次
入
所
の
可
否
を
決

定
し
ま
す
。
 

な
お
、
申
請
書
は
、
土
曜
日

の
午
後
、
日
曜
日
、
祝
祭
日
を
除

い
た
毎
日
受
け
付
け
し
ま
す
。
 

⑤ (506号） 
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保育所（園）の入所児童受付け 

 

昭和57年度 

 

日
ー
十
二
月
 
②

母
親
が
家
庭
内
で
家
事
以

二
十
八
日
ま
 
外

の
仕
事
を
し

て
い
て
、
使
用
 

で
。
 

人
が
い
な
い
家
庭
。
 

▽
受
付
場
所
 

③
母
が
死
亡
、
行
方
不
明
等

市
福
祉
事
 
の

理
由
に
よ
り
母
が

い
な
い
家

務
所
（
入
所
 

庭
で
、
他
の
方
が
保
育
に
当
た
 

十
一
月
六
 

い
。
 

市
で
は
、
 

申
請
用
紙
は
、
当
所
及
び
各
保

明
年
四
月
一
 
育
所

（園
）
に
あ
り
ま
す
。）
 

日
か
ら
保
育
 
▽
対
象

児
童
 

所
（
園
）
に
 
生

後
四
カ
月
以
上
、
就
学
前

入
所
す
る
児
 

ま
で
の
乳
幼
児
で
、
家
庭
保
育

童
の
申
請
を
 
が

で
き
な
い
次
の
①
ー
⑥
ま
で

次
の
と
お
り
 
の
事

情
に
あ
る
家
庭
。
 

受
け
付
け
し
 
①

母
親
が
家
庭
以
外
で
仕
事
 

ま
す
。
 

を
し
て
い
て
、
同
居
の
親
族
、
 

▽
受
付
期
間
 

そ
の
他
の
方
も
保
育
が
で
き
な
 

児童手当制度のご案内 
＜受給資格＞ 

〔 1 J 18歳未満の児童を 3 人以上養育しており、 

そのうちの 1人以上が、義務教育終了前の児童（ 

中学校を卒業するまでの児童）であること。 

なお、児童は、自分の子どもである必要はあり 

ません。その子を養育していれば受給要件を満た 

すことになります。 

〔 2 〕その人の前年（1月から 5 月までの月分の 

児童手当は前々年）の収入が、一定の額に満たな 

いことになっています。 

＜支 給 額＞ 

児童手当の額は、 3 人以上の児童のうち、出生 

順に数えて 3 人目以降である義務教育終了前の児 

童1人につき月額 5,000円〔市民税所得割の額が 

ない受給者・・・6 人世帯の場合55年の収入がおおむ 

ね 258万 8 千円以下の方に…は 7, 000円（昭和56 
年10月から 7,000円）〕です。 

※例えぱ次のような場合には月額10,000円が支 

給されます。次の年齢の子どもを 5 人持っている 

人（市民税所得割を課せられている場合） 

18歳 17歳 14歳 12歳 10歳 

① ②  ‘③ I④ 
ッ 5・000円＋5・000円一10,000円 

義務教育終了前の児童では 

あるが、18歳未満の児童のう 

ち 3 人目以降ではないので、 

支給対象とはなりません。 

なお、公務員、または公共企業体の職員の方は 

認定の請求手続きを勤め先に提出して下さい。 

△児童扶養手当の支給 

〈支給される人〉 

なんらかの理由により父と生計を同じくしてい 

ない18歳未満の児童を監護している母、または母 

に代わって養育している人に支給されます。 

△特別児童扶養手当の支給 

〈支給される人〉 

20歳未満で、精神または身体に障害を有する児 

童を監護する父、または母、もしくはその養育者 

に支給します。ただし、対象児童が施設入所した 

場合は受給できません。 

詳しいことは、市福祉事務所 

（胃⑩2 1 1 1番・内線 243 番）へご相談 

お問い合わせ下さい。  

保育所（園）定員 

． 在 地 保育所（園）名 定員 

柳 	町 五 1')「川原保育園 9
 
6
 6
 
6
 9
 
6
 
6
 6
 
6
 
9
 
9
 6
 
9
 
6
 
6
 
6
 
6
 
6
 
 

0
 
0
 
0
 0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
 

飯 	詰 若 葉 保 育 園 

鶴 	ケ 	岡 三 好 保 育 所 

湊 さ か え 保 育 園 

松 	島 	町 まっしま団地保育園 

川 	山 中 川 保 育 所 

藻 藻 川 保 育 園 

羽 野 木 沢 七 和 保 育 園 

鎌 	谷 	町 か ま や 保 育 園 

米 	田 津 軽 野 保 育 園 

雄 	田 第一さっき保育園 

下 平 井 町 第二さっき保育園 

梅 	田 梅 田 保 育 園 

蓮 沼（平和町） さ く ら 保 育 園 

若葉（新宮団地） 新宮団地保育園 

神 	山 長 橋 保 育 園 

み 	ど 	り 	田丁 な お み 保 育 園 

飯 	詰 た か たて保育園 
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市

都
市
計
画
課
で
は
、
「長
 

者
森
平
和
公
園
墓
地
」
の
購

入
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
 

ロ
募
集
区
画
 
百
四
十
区
 

画
 

ロ
墓
地
面
積
 

一
区
画
五
 

平
方

H
 

ロ
永
代
使
用
料
 
十

一
万
 

円
 

ロ
管
理
料
 
三
千
円
（
年
 

間
）
 

ロ
受
付
け
 
常
時
受
け
付

け
し
て
い
ま
す
。
 

お
申
し
込
み
と
同
時
に
、
 

永
代
使
用
料
と
管
理
料
を
納

付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

ロ
お
間
い
合
わ
せ
 

詳
し
く
は
、
市
都
市
計
画

課
（
廿
⑩
二
一
一
一
番

・
内

線
二
三
三
番
）
へ
お
間
い
合

わ
せ
下
さ
い
。
 

墓地購入者を募集 （長者森平和公園 

（ー
）
通
算
老
齢
年
金

会
社
勤
め
の
人
が

退
職
し

て
自
分
で
商
売
を
始
め
た
場

合
の
よ
う
に
、
厚
生
年
金
に

も
国
民
年
金
に
も
加
入
し
た

が
、
個
々
の
加
入
期
間
が
短

く
て
ど
ち
ら
の
制
度
か
ら
も

老
齢
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い

場
A凧
か
あ
り
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
場
合
は
、
両

方
の
加
入
期
間
を
合
わ
せ
て

一
定
年
数
以
上
に
な
れ
ば
、
 

両
方
の
制
度
か

ら
通
算
老
齢

年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

＠
受
け
ら
れ
る
要
件
 

国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
 
 

め
た
期
間
と
、
保
険
料
の
納

付
を
免
除
さ
れ
た
期
間
と
を

合
わ
せ
て

一
年
以
上
あ
る
人

が
、
次
の
●
O
O
の
期
間
を
 

合
算
し
て
二
十
五
年
以
上
あ

る
場
合
に
、
六
十
五
歳
か
ら

支
給
さ
れ
ま
す
。
 

こ
の
二
十
五
年
に

つ
い
て

は
、
老
齢
年
金
と
同
様
、
短

縮
の
措
置
が
あ
り
ま
す
。
 

①
国
民
年
金
の
保
険
料
を

納
め
た
期
間
、
保
険
料
の
納
 
 

付
を
免
除
さ
れ
た
期
間
 

②
厚
生
年
金
保
険
な
ど
の

他
の
公
的
年
金
制
度
に
加
入

し
て
い
た
期
間
 

③
配
偶
者
が
厚
生
年
金
保

険
な
ど
の
他
の
公
的
年
金
制

度
に
加
入
し
て
い
た
な
ど
の

た
め
、
国
民
年
金
に
任
意
加
 

入
で
き
た
が

、
加
入
し
な
か
 

っ
た
期
間
（
こ
の
期
間
は
、
 

年
金
額
に
は
加
算
さ
れ
ま
せ
 

ん
）
 

＠
年
金
額
 

老
齢
年
金
の
年
金
額
の
計

算
と
同
じ
方
法
で
計
算
さ
れ

た
額
で
す

（
十月
一
日
発
行

の
広
報
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
）
 

＠
高
齢
者
の
優
遇
措
置

十
年
年
金
グ

ル
ー
プ
と
同

じ
年
齢
の
明
治
三
十
九
年
四

月
二
日
か
ら
明
治
四
十
四
年

四
月
一
日
ま
で
の
間
に
生
ま

れ
た
人
の
場
合
、
次
の
と
お

り
優
遇
さ
れ

て
い
ま
す
。
 

拠
出
制
の
年

金
と
 

受
け
ら

れ
る
要
件
 

計
算
の
基
礎
と
な
る
単
価
 

（
通
 

常
）
 
千

六
百
八
十
円
 

（優
遇
対
象
者
）
 

一千
五
百
二
十
円
 

昭和56年（1981年）11月I日 

国
 

盤
 

繊
 

誕

生
月
に
は
、

現

況
届
を
 

フ
ォー
ク
ダン
ス
初
心
者
講習
会
 

国
民
年
金
の
老
齢

年
金
、
通
算
老
齢
年

金
を
受
け
て
い
る
人

か
ら
提
出
し
て
い
た

だ
く
現
況
届
の
提
出

時
期
が
、
去
年
の
四

月
か
ら
変
わ
っ
て
い

ま
す
。
 

こ
れ
ま
で
は
、
生

ま
れ
月
に
関
係
な
く

誰
で
も
毎
年
二
月
十
 
 

五
日
ま
で
に
提
出
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
去
年
か
ら
ご
本

人
の
誕
生
月
の
月
末
ま
で
に
提

出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
 

例
え
ば

一
月
生
ま
れ
の
人
は
、
 

一
月
三
十

一
日
ま
で
に
提
出
す

る
わ
け
で
す
。
 

現
況
届
は
、
国
民
年
金
を
受

け
て
い
る
人
が
引
き
続
い
て
年

金
を
受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
を
 
 

調
べ
る
大
切
な
手
続
き
で
す
。
 

こ
の
提
出
を
怠
る
と
、
年
金

の
支
給
を
止
め
ら
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
か
ら
、
ご
注
意
下
さ
 

い
。
 

現
況
届
の
用
紙
は
、
提
出
時

期
の
お
よ
そ
ー
カ
月
前
に
社
会

保
険
庁
か
ら
お
送
り
し
ま
す
の

で
、
必
要
な
事
柄
を
ご
記
入
の

う
え
、
市
役
所

・
市
民
課
ま
た

は
支
所
で
証
明
を
受
け
て
社
会
 
 

保
険
庁

へ
返
送
し
て
下
さ

い
 

善
意
銀
行
預
託
者
 

中
村
美
香
、
白
戸
伸
枝
（
三

中
二
年
）
、伊
藤
ョ
ネ
（
飯
詰
）
、
 

古
川
敏
夫
（
青
年
会
議
所
理
事

長
）
、中
三
デ
パ
ー
ト

（本
町
）
、
 

佐
々
木
初
海
（
更
生
保
護
婦
人

会
長
）
、辻
義
一
 
（
上平
井
町
）
、
 

山
形
四
郎
（
松
島
町
）
、竹
谷
清

治

（
歌
の
友
の
会
代
表
）
、山
田

功
（
大
和
山
連
合
青
年
部
）
、阿

部
初
美
（
松
島
町

）
 

ロ
と
き
 
十

一
月
七
日
、
十

四
日
、
二
十
一
日
、
二
十
八
日

十
二
月
五
日
、
午
後
六
時
か

ら

ロ
と
こ
ろ
 
市
中
央
公
民
館

ロ
対
象
 

一
般
市
民
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
。
 

ロ
内
容
 
世
界
の
フ
ォ
ー
ク

ダ
ン
ス
十
曲
 

ロ
用
意
す
る
も
の
 
ズ
ッ
ク

靴
、
メ
モ
用
紙
、

ハ
ン
カ
チ

ロ
会
費
 
五
百
円
（
テ
キ
ス

ト
代
）
 

ロ
申
込
み
方
法
 
当
日
会
場

で
受
け
付
け
ま
す
。
 

ロ
指
導
 
小
笠
原
健
一
 
（日

本
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
連
盟
四
級

公
認
指
導
者
）
他
 

ロ
お
問
合
わ
せ
 
な
お
、
講

習
曲
な
ど
詳
し
く
は
、
小
笠
原

健
一
 
（
廿
⑩
八七
七

一
番
）

へ

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
 

ロ
主
催
 
五
所
川
原
市

フ
ォ
 

ー
ク
ダ
ン
ス
協
会
 

r
 

r
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市
で
は
こ

の
ほ
ど
、
九

百
六
＋
四
万

円
で
大
型
福

祉
バ
ス
ー
台
 

（定
員
六
五

人
ー
写
真

廿
 

）
を
購
入
、
 

福
祉
事
務
所

に
備
え
ま
し
 

た
。
 

「福祉バス」を購入 

最
近
、
中
・
高
校
生
に

よ
る

薬
物
（
シ

ン
ナ
ー
、
ボ
ン
ド
、
 

ベ
ン
ジ
ン
等
）
乱
用
が
急
増
し

て
お
り
、
学
校
、
関
係
機
関
等

で
そ
の
対
応
に
苦
慮
し
て
お
り

ま
す
。
 

薬
物
の
乱
用
は
、
ご
承
知
の

と
お
り
、
死
に

つ
な
が
る
恐
ろ

し
い
害
が
あ
り
ま
す
。
 

お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の
家
庭

で
は
、
 

①
子
供
の
部
屋
に
シ
ン

ナ
ー
 

等
の
臭
い
が
な
い
か
 

②
食
欲
が
減
退
し
て
い
な
い
 

③
顔
に
脂
気
が
な
く
な
り
、
 

口
の
周
り
が
白
く
荒
れ
て
い
な

い
か
 

④
友
達
の
出
入
り
や
電
話
が

多
く
な
っ
て
い
な
い
か
 

等
に
十
分
ご
注
意
下
さ
い
。
 

「他
人
の
子
も
我
が
子
」
 
の

気
持
ち
で
、
公
園
、
川
の
土
手

な
ど
で
不
審
な
グ
ル
ー
プ
を
見

か
け
ま
し
た
ら
、
必
ず
学
校
に

ご
連
絡
下
さ
い
。
 

販
売
店
へ
お
願
い
 

学
校
側
で
は
、
薬
物
の
乱
用
 

を
絶
対
禁
止
し
て
い
る
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
、
厳
と
し
た
態
度
で

指
導
に
当
た
っ
て
お
り
ま
す
。
 

し
か
し
、
生
徒
の
一
部
に
は

学
校
で
使
用
す
る
な
ど
と
偽
っ

て
薬
物
を
購
入
し
、
危
険
な
遊

び
を
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
 

塗
料
類
を
販
売
し
て
い
る
各

商
店
で
は
、
次
の
事
項
に
注
意
 

市
立
図
書
館
で
は
、
次
の
日

程
で
名
作
読
書
会
を
開
き
ま
す
。
 

ど
な
た
も
お
気
軽
に
ご
参
加

下
さ
い
。
 

ロ
と
き
 
十
一
月
十
九
日
（
 

木
）
午
前
十
時
か
ら
 

ロ
と
こ
ろ
 
市
立
図
書
館
一
一

階
 ロ

講
師
 
白
戸
良
徳
氏
（
五

所
川
原
市
）
 

ロ
テ
キ
ス
ト
 

「
よ
た
か
の

星
」
 
作
・
宮
沢
賢
治
 

さ
れ
、
中
・
高
校
生
の
薬
物

の

乱
用
防
止
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
 

①
シ
ン
ナ
ー
、

ボ
ン
ド
、
ベ

ン
ジ
ン
な
ど
を
生
徒
が
購
入
に

行
っ
た
場
合
は
、
「購
入
許
可
証
 

」
を
確
認
し
て
下
さ
い
。
 

②
許
可
証
の
な
い
生
徒
に
は
、
 

絶
対
販
売
し
な
い
で
下
さ
い
。
 

③
許
可
証
も
な
く
、
顔
色
、
 

行
動
、
言
動
等
に
不
審
を
感
じ

た
と
き
は
、
必
ず
学
校
に
連
絡

し
て
下
さ
い
。
 

ロ
読
書
方
法
 
輪
読
会
方
式

ロ
お
申
込
み
 
＋

一
月
十
日

ま
で
に
市
立
図
書
館
（
廿
⑩
四
 

多
数
の
お
出
で
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。
 

ロ
と
き
 
十
一
月
六
日
（
金
 

）
ー
十

一
月
八
日

（
日
）
 

ロ
と
こ
ろ
 

「
丸友
」
 
デパ
 

ー
ト
五
階
催
事
場
 

ロ
展
示
内
容
 
生
活
と
暮
ら
 

（
五
所
川
原
市
学
校
警
察
連

絡
協
議
会
）
 

予
防
接
種
（
三
種
混
 

合
）
時
間
一
部
変
更
 

長
橋
、
七
和
地
区
午
後
一
時

か
ら
二
時
ま
で
と
あ
り
ま
し
た

が
、
午
後
一
時
か
ら

一
時
三
十

分
ま
で
、
ま
た
三
好
地
区
は
午

後
一
時
三
十
分
か
ら
二
時
ま
で

に
変
更
に
な
り
ま
し
た
の
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
 

三
三
四
番
）
へ
お
申
し
込
み
下
 

ロ
主
催
 
五
所
川
原
市
読
書

団
体
連
絡
協
議
会
、
市
立
図
書

館
 

し
に
つ
い
て
の
コ

ー
ナ
ー
、
パ

ネ
ル
が
展
示
さ
れ
る
ほ
か
、
牛

乳
な
ど
の
無
料
試
飲
会
な
ど
も

あ
り
ま
す
。
 

ロ
主
催
 
青
森
県
、
五
所
川

原
市
 

家
庭
で
は

十
分
注

意
を
 

さ 

「名
作
読
書

会
」
を

開
催
 

「
北
方
領
土
」
問
題
を
考
え
る

市

民
講

座
を

開

催
 

ご
近
所
お
誘
い
合
わ
せ
の
 
（

土
）
午
後
一
時
三
十
分
か
 

う
え
お

い
で
下
さ

い
。

1
 
 

ら
三
時
ま
で
 

ロ
と
き
 
十

一
月
十
四
日
 

ロ
と
こ
ろ
 
市
中
央
公
民
 

館
 ロ

講
師
 
境
勇
吉
氏

（
五

所
川
原
第
一
高
校
校
長
、
著

書

「
北
方領
土
」
他
随
筆
）
 

ロ
演
題
 

「北
方
領
土
」
 

問
題
を
考
え
る
 

ロ
受
講
料
 
無
料
で
す
。
 

「
み
ん
な

の
消
費

生
活

展
」
 

磁鵬撃じ留曹 

~月 	齢 ~対 	象 と 	き と 	こ 	ろ 

戸
  

画扇扉 7J-j 

~生まれの乳児 
11月10日 

旧中央公民館 6
 

カ
 

口
月
 
児
  

~昭和56年4 月 
~生まれの乳児 

11月17日 

1
6
 

歳
児
 

カ
 
日

『
 
 

「昭和55年 5 月 
~生まれの乳児 

11月24日 

乳幼児の健康診査 
乳幼児の健康診査と健康相談を次の日程で行い 

ます。該当する赤ちゃんには受診させるようにし 

て下さい。 

ロ受 付 時間 午後0時30分～1時まで 

ロ持参するもの 母子健康手帳、バAタオル 

現在病気治療中か他の医療機関で健康診査を受 

けている乳幼児はご遠慮下さい。 

1歳6 カ月児に限り歯科衛生指導も行います。 

『‘
瓶

競
画
瓶
剛
肌
州【

 願
」
柵
 

ー
」皿
1
 

ー

m
叫
m
m

w
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支
店
の
利
用
者
貯
蓄

の
会

・
重

陽
会

（
稲
葉
忠
司
会
長
）
は
十

月
七
日
、
市
の
福
祉
事
業

に
役

立
て
て
下
さ
い
と
五
万
円
を
寄

付
し
、
寺
田
市
長
に
託
し
ま
し
 

た
。
 

祉
施
設
に
贈
り
続
け
て
い
る
も

の
で
す
。
 

福
祉
事

業
に
役
立

て

て
ー
と
五
万
円

寄
付
 

県
信
用
組
合

「
重
陽
会
」
 

青
森
県
信
用
組
合
五
所
川
原
 

広
報
紙
の
早

期
配
布
に
こ

協
力
下
さ
い
 

雇
用
保
険
の

失
業
給
付
を
受
け

る
方
へ
 

昭
和
五
十
六
年
十
二
月
一
日

か
ら
昭
和
五
十
七
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
の
間
に
、
職
業
安
定

所
へ
離
職
票
を
提
出
さ
れ
る
方

は
、
と
く
に
次
の
点
に
留
意
し

て
届
け
出
を
し
て
下
さ
い
。
 

ロ
求
職
申
込
み
時
に
持
参
す

べ
き
書
類
 

①
離
職
票
（
離
職
票
M
l

、
 

離
職
票
M
2
の
二
枚
で

一
組
で

す
。）
②
ロ
座
振
込
用
紙
（
こ
の

用
紙
が
な
い
と
保
険
金
の
振
り

込
み
が
な
さ
れ
ま
せ
ん
。）
 

③
印
鑑
（

口
座
用
紙
の
印
も

れ
、
訂
正
等
に
使
い
ま
す
。）
 

一
⑧
田
稼
台

帳
ま
た
は
求
職
票
 

（出
稼
ぎ
さ
れ
た
方
は
、
市
町

村
役
場
の
窓
口
か
ら
出
稼
台
帳

を
、
そ
れ
以
外
は
安
定
所
に
あ

る
求
職
票
が
必
要
で
す
。）
 

ロ
受
付
で
き
な
い
期
間
 

年
末
・
年
始
は
、
労
働
省
（
 

東
京
‘
石
神
井
）
の
コ
ン
ピ
ュ
 

ー
タ
ー
が
停
止
に
な
り
ま
す
の

で
、
十
二
月
二
十
六
日

（
土
）
 

か
ら
一
月
四
日
（
月
）
ま
で
は
 

交
通
事
故
巡
回
相
談
所
 

十
一
月
は
次
の
日
程
で
開
設

さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
利
用
下
さ
 

分
ー
十
時
五
十
分
 

ロ
＋
一
月
の
放
送
日
程
 

▽
十
一
月
五
日
廿
「
地
震
 

・

家
族
と
の
連
絡
方
法
」
▽

十

一
月
十
二
日
廿
「
地
震
・

警
戒
宣
言

・
慌
て
ず
に
」
 ▽
 

せ
ん
。
今
年
は
、
十
二
月
二
十

五
日
ま
で
に
、
来
年
は
、
 
一
月

五
日
か
ら
雇
用
保
険
の
業
務
を

開
始
し
ま
す
。
 

（
五
所
川
原
公
共
職
業
安
定

所
）
 

い
。
 ロ

と
き
 
十

一
月
十

一
日

（
 

水
）
、二
十
五
日
（
水
）
 

午
前
十
時
か

ら
午
後
二
時
 

な
た
は
？
（
く
ら
し
の
中
の

防
災
）
 

ロ
放
送
局
名
 
青
森
放
送
 

(R
A
B
)
 

ロ
放
送
日
時
 
毎
週
土
曜

日
午
後
零
時
五
十
五
分

ー
午
 

ロ
と
こ
ろ
 
市
民
文
化
会
館

別
館
（
旧
中
央
公
民
館
）
 

青
森
県
交
通
事
故
相
談
所
 

五
所
川
原
市

・
市
民
相
談
室
 

後
一
時
 

ロ
＋
一
月
の
放
送
日
程

▽
十
一
月
七
日
l

「地
震

の
心
得

・
避
難
す
る
と
き
は
 

」
▽
十
一
月
十
四
日
廿
「
地
 

令
さ
れ
た
ら
」
 
▽
十
一月
一
一

十

一
日
ー
「
地
震
に
よ
る
津

波
に
注
意
」
▽
十

一
月
二
十

八
日
廿
 
「
毎日
が
防
火
デ

ー
 

で
す
‘
ぼ
く
の
家
」
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職種は建築
科 （型枠） 農業転職訓練生募る 

ロ対象者 農業委員会が農業構造の改善に伴い、農業従事 

者以外の職業につこうとする農業従事者であると認め、証明 

書を交付された方で、 

1．農業従事者であること。 

2 ．ほかに安定した職業についていないこと。 

3 ．農業構造の改善に伴い、農業従事者以外の職業につこ 

うとしていること。 

ロ実施主体 青森県 

ロ実施期間 57年1月～ 3 月末まで 

ロ募集人員 10人 

ロ募集開始 11月1日から 

ロ申込み先 五所川原公共職業安定所、または市・商工観 

光課 

ロ入校中の特典 

1,授業料は無料 

2 ．実習用器具及び教材は貸与 

ロ中高年齢失業者には、次の手当が支給されます。 

①基本手当 日額 2,250円（雇用保険受給者は、保険日 

額支給） 

②受講手当 日額 550円 

3 通校手当 通校に要する経費（限度額17, 250円） 

ロ選考日 12月上旬の予定 

その他、詳細については五所川原公共職業安定所（廿⑩31 

71番）または木造技術専門校（廿⑩2424番）及び市・商工観 

  

(”⑩21 11・内線 260番）へお問い合わせ下さい。 

 

田
木
 

光
 

雇
用
保
険
業
務
が
五
所
川
原
職

業
安
定
所
で
受
け
付
け
で

き
ま
 

三
井
生
命
が

苗
木
千
本
 

行
事

の
一

環
と
し

て
贈
る
 

三
井
生
命
保
険
会
社
で
は
十
 
に

手
渡
し
し
ま
し
た
 

月
八
日
、
市
に
ネ
ズ
ミ
モ
チ
、
 

同
社
が
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
テ

ー
 

ハ
ナ
ズ
オ
ウ
の
苗
木
合
わ
せ
て
 
マ
 
「
こ
わ

さ
な
い
で
下
さ
い
、
 

千
本
を
寄
贈
し
、
青
森
支

社
の
 
自
然
、

愛
、
い
の
ち
」
の
行
事

川
口
外
務
課
長
ら
が
寺
田
市
長
 

と
し
て
毎
年
全
国
の
公
共
、
福
 

r
 

ロ
番
組
名
 
ご
ぞ

ん
じ
で
 

十
一
月
十
九
日
ー
「
地
震
・

す
か
？
（
防
災
ミ

ニ
百
科
）
 
家
具
を

考
え
る
」
▽
十

一
月

ロ
放
送
局
名
 
青
森

放
送
 
二
十

六
日
廿
「
火
災

・
旅
先
 

(
R
A
B
）
 

で
の
注
意
」
 

ロ
放
送
日
時
 
毎
週
木
曜
 

口
番
組
名
 
そ
の
と
き
あ
 

日
午
前
十
 

時
四
十
五
 

テ
レ
ビ

に
よ
る
防

川
火
キ
ャ
ン
 ペ
ー
ン
 
震
・
警
戒
 

官
三昌
が
発
 

『
く
、1
く
ニ
ー
『●ー
 
●L
『、
」
、、l
、●ー
・7
1
・●
t
・、l
弓
】
し
、
、l
『
l
、l
L、●l
こ
ー
、
●l
！」
、
●」
、
、l
！
●l
こ
ー
、『」
』、」
『7
、
、
」l
t
、●」
『
、」
『l
t『
l
弓
】
‘l
l
、1
‘
、l
L
、
「
・
？
し
こ
I
、
、，l
、、l
、
、l
一7
く
『
、l
『7
‘
、
ー
，I
、
、」
、
7
く
．?
‘
、
「
‘
．

、I
、
、7‘
．、
〈
、ー
；
l
弓
」
、、l
、？
、
「
、
l
t、「
‘
、
、
l
『
】ー
『l
『
l
、」
『
）
』
）

.Z

『「
、
7
 


	001
	002
	003
	004
	005
	006
	007
	008

